
現職：国立環境研究所・理事 前職：東京大学工学系研究科教授

京都市生まれ、京都府立鴨沂高校卒（ルーツは「八重の桜」の日本最古の女学校）

京都大学工学部衛生工学科卒業

専門：環境システム学、都市環境工学

小学生の時に将来なりたかったもの：天文学者

原発事故に関連する主な公職、活動
• 「廃炉の先研究会」副代表、1F地域塾副塾頭

• 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター・招聘研究員

• 福島県環境創造センター（＠三春町）環境動態部門長(非常勤，2016.7.1～2019.3.31)

• 環境省環境回復検討会委員（主に除染に関する方針の検討の場）

• 原子力規制委員会帰還に向けた安全・安心対策に関する検討チーム外部専門家

• 厚生労働省水道水における放射性物質対策検討会委員（事故後初期）

• 国土交通省下水道における放射性物質対策に関する検討会委員（事故後初期）

• 日本学術会議(22期)東日本大震災復興支援委員会放射能対策分科会委員

• 日本学術会議連携会員(23期～)，原子力安全分科会委員(24期)，幹事(25期)

原発事故による環境汚染調査に関する検討小委員会委員長(24期～)

• 環境研究総合推進費「原発事故により放出された大気中微粒子等の

ばく露評価とリスク評価のための学際研究」(2015～2017年度)研究代表者

• UNSCEAR2020レポート 大気拡散専門家グループメンバー

自己紹介： 森口祐一（もりぐち・ゆういち）



～いわきを越えた学びを通して～	

話せばわかる、
話せば変わる	

2022年7月30日（金）福島	

	

メディア・コミュニケーションゼミ　3233	渡邉光季	



2004年	05月28日　いわき市生まれ	
	
	
2011年	03月11日　６歳で東日本大震災を経験	
										

	
										
							　04月　　			小学校に入学	
　　　　　　　　　　　	
	
	

2020年	03月　　			中学校卒業	
	
2020年	04月									ふたば未来学園高校に入
学	
　　	　05月　　			　社会起業部入部	

保育園入園後	
　二ツ沼公園・エネルギー館に遊びに行く	

	小学校入学後１年間は集団登校自粛	
　　　　　　　　　　	弁当or簡易給食	
　　　　　　　　　　	外で遊べない	
　　　　　　　　　　	線量計を常に携帯	

3月の下旬まで茨城・千葉・埼玉に避難	
			→いわき市に戻る	

渡邉　光季	
ワタナベ　　　ミツキ　	 福島県立ふたば未来学園高等学校３年	

メディア・コミュニケーションゼミ所属	

１８歳	



富岡町　東京電力廃炉資料館	



第５回福島第一廃炉国際フォーラム	

2021年10月31日	



福島の偏見差別をなくすために	
福島の魅力を県外や世界に発信	

福島県内の震災や復興に関する	
意識・知識の壁をなくすには？	



地域・社会の「現状」	

県外・海外への風評払拭に	
目が行きがちで	

	
福島県内でも情報や教育	
十分ではないのでは？	



地域社会の「あるべき姿」	

県外・海外へのPRはもちろん	
	

双葉郡外の福島県民への	
情報発信、教育の確立	

	
社会問題に触れる機会をつくる	



課題解決のためのアクション	

まずは一番身近な家族から
変わるきっかけづくり	



　アクションやってみた。	

ひたすら家族に部活動、探究の話をする	

廃炉のイベントに参加するんだ～	

中間貯蔵施設の人に話聞いたんだ～	

自分の震災の経験を話すんだ～	
震災の時どうだった？	

県外の人に福島PRするんだ～	

地域の人とたくさん話してきたよ！	



家族に変化が？！	

・回覧板で回ってくる	
　廃炉の情報のチラシを残すようになった	
	
・原発、双葉郡のテレビ番組が放送されると	
　録画してくれる	
	
・マイナスな言葉が出てこなくなった	

話すことによって新たな気づきを得る	



双葉郡や福島が復興していく未来を	
近くで見たい	

福島復興に自ら参加したい	
地域づくりや教育に	
興味がわいた	

福島の将来なんて自分には関係ない	
とりあえず県外に出よう	



そのために・・・	

福島県外や海外に行き	
外から見る福島を知る	

大学に進学	
地域づくりや社会教育について学ぶ	



 
 
 
 

第10回ふくしま学(楽）会 
　第1部　1F廃炉の先を考える 

 
１F廃炉の先研究会の活動について 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

崎田裕子 

1F廃炉の先研究会副代表 
（早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター） 

 
２０２2年7月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
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福島の環境再生、廃炉と復興に向けて	
	

　　崎田裕子　 
　　ジャーナリスト・環境カウンセラー　 
立教大学社会学部卒　雑誌編集者を経てフリーに。　 
環境・エネルギー分野を中心に 
　　　　　　　　持続可能な地域・社会づくりに取組む。　 
NPO法人・持続可能な社会をつくる元気ネット・前理事長 

１F廃炉の先研究会・副代表 

2012～	
「環境再生プラザ、	

放射線リスコミ相談員	
支援センター」	

運営委員(環境省）	

2011～2018　	
「環境回復」	

勉強会	 2016～2020	
「ALPS処理水	

小委員会」	
委員(資源エネ庁）	

　　　	

「電気のごみ～地層処分最前線 
を学ぶ　たび」　NPO共著　2010　　　　　　　　　　 
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対話を文化に～みんなでつくる未来共創の場	



1F廃炉の先研究会「中間報告」（2020年5月6日）	

　　　　　　　目的明確化と提案の方向性 
1.1F廃炉の技術的側面と社会的側面を統合した 

　社会的議論の形成をめざす 
 

2. 多様な「廃炉の先のオプション」を示し、 
　幅広い地域社会の住民や専門家、行政の 

　1F廃炉のあり方に関する討議プロセスを立上げる 
 

3. 1F廃炉の先とは、40年後100年後の絵を描くだけでなく 

　　中間ステートや廃炉の先へ至る地域内外の多様な人  々
　　が関わる廃炉プロセスそのものを地域資源化する 
　　仕組みづくりを提案する 
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　 2019年7月29日： 1F廃炉の先研究会の設置 
    2020年5月  6日：「中間報告」を作成。　報告の提案内容の実装めざす 

 

    2020年5月17日： 福島・地域対話会合（地域社会+研究会）の開催 

    　　　　　8月28日： 東京電力との会合　（東京電力+研究会） 

　         　10月29日 ： 3者会合（第1回）（地域社会+東電・国+研究会） 
　　　　　　11月26日： 3者会合（第2回）（　　　同　　　　　　　　　　　　） 

　　　　　　12月17日： 3者会合（第3回）（　　　同　　　　　　　　　　　　） 

 

　　2021年1月12日：　3者会合をベースに「1F廃炉の先を考える 

　　　　　　　　　　　　　　地域プラットフォーム」　立ち上げの方向性を共有し、 
　　　　　　　　　　　　　　2021年はじっくり学びを深める方向に。 

 

 
 

　  
 

　	

　1F廃炉プロセスの地域資産化めざし、	
2019年　「1F廃炉の先研究会」設置・2020年「３者会合」開催	
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図：1F廃炉の先 
研究会作成	

 
 

　　プラットフォーム設立めざし 
　　　　対話や学びを継続 
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2020年　地域対話会合（3者会合）の成果と　方向性	

　地域資源化のプラットフォームの具体像には、多様な思いがある。しかし 
　地域社会と東電・国の熟議プロセスを経て、共創への基本的意欲を確認。 

Ø  廃炉と福島の将来を多様な視点で議論し、考え、行動できる場に 
Ø  地元住民の方々だけでなく、この地域の将来を思う人が参加できる場に 
Ø  双葉地方自治体、環境回復・廃炉・復興の関連組織等とつながれる場に 

Ø  若い世代と共につくるために、教育の力とも連携する場に 

Ø  持続可能な地域の未来に向けて、交流人口拡大につながる場に・・・・・	

 

　〇「１F廃炉プロセスの地域資源化に向けたプラットフォーム設立」 
　　を地域社会メンバー・東京電力・研究会が共にめざすことを共有	

廃炉プロセス全体と復興の好循環を創造する 
地域社会と東電・国をつなぐ参加型・熟議型の場づくりへ	
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 　　2021年1月26日： 廃炉の地域資源化めざすプラットフォームの検討始める 
    　　　　　　2月 ４日：　第11回研究会で、3者会合を継続発展させて議論継続し 
　　　　　　　　　　　　　　　将来の選択肢等研究を深める方向性を共有 

 

　　　　　　　　3月6日：原子力政策・福島復興シンポ「東日本大震災と福島原発 

　　　　　　　　　　　　　事故から10年～1F廃炉の将来像とデブリ取り出しを考える 

    　　　　　3月9日： 第12回研究会（１F廃炉の将来の選択肢等研究計画の検討 
　         　3月30日 ： 3者会合（第5回）（地域社会+東電・国+研究会） 

　　　　　　6月19日： シンポ「原子力規制委『中間とりまとめ』から視えてきたもの」 

　　　　　　9月24日： 第16回研究会「Chuck NeginさんTMI-2講演会」　　　　　　　　　　　　 

　　　　　11月14日：　シンポ「広島の世界遺産登録と1F廃炉の将来を考える」 

　　　　　12月16日：第17回研究会「Helen BelencanさんUSAの廃炉と市民参加」 
　2022年1月15日：第2回シンポ「原子力規制委「事故調査分析と１F廃炉政策」 

　　　　　　　3月2日：　原子力政策・福島復興シンポ「地層処分政策と福島復興」　　　　 
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2021年　「１F廃炉の先研究会」は学びを広げ・深める時期に	



「１F～２Fへの産・知・和の集積」　提案	
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井上研究員資料より	

2021年の多様な学びから得たもの　将来への多様な視点	

遠藤研究員の発言を受け、勉強会 
「広島原爆ドーム世界遺産登録と 
１F廃炉の将来を考える」実施。 
写真は原爆ドームHPより	

「2050年浜通りを 
　　　世界文化遺産に」提案	



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松岡俊二研究会代表資料より） 
•  Cttizen　Advisory　Panel:　米国原子力規制委員会（NRC）が 

　　連邦法（FACA）に基づき設置した、独立した市民パネル 

•  1980～1993　安定貯蔵への到達まで13年間に、78回の会合と、 

　　近隣地域でのPubic Meetingを開催 

•  市民パネル・メンバー：12名。地方自治体首長3人、科学者3人、 
　　州行政3人(専門家や市民に変更)、市民3人。事務局NRC職員 

•  内容は事故処理事業の安全性、1986～健康問題も追加。 

　相互学習、多様な将来像、市民の多様性等で社会の信頼醸成 

・市民・NRC・事業者の対話を促進し、事故処理方法等に関しても 
　複数の選択肢の考慮を要求するなど、廃炉への市民参加の場に 

 

•  第16回のＴＭＩ３の●〇氏との対話からみえてきたこと。	

•  ・〇〇氏は技術者であり、ご本人から詳細な言及はなかっ
たが、資料から読み取れる内容は多い。	

•  ・TＭ1の廃炉において、対話の機会、市民参加の機会は存
在する	

•  ・その成果は○○と考えられる。	
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　第16回研究会Chuck　Negin氏　「TMI-2事故処理と地域社会・市民参加」 
1979年米国スリーアイランド原発2号機で放射性物質漏れ事故	

アメリカの廃炉事業における市民参加の役割	

2021年の学びから得たもの　廃炉事業における市民参加の意義	



第10回　原子力政策・福島復興シンポジウ「東日本大震災と福島原発事故から10年 
　　～１F廃炉の将来像と『デブリ取り出し』を考える～ 

パネルの進行役を終えて～「廃炉と復興」を進めるには	

　デブリ取り出しの難しさや、将来の多様な姿の可能性を、	
　　　　　　　皆が率直に対話する場が欠かせない、　　	
地域住民、次世代、関係者含め、主体的に係る意識・意欲の醸成	
	
地域の将来を見据え、共に対話の場を進め地域資源化をめざすには	
　　　　　　　廃炉技術の分野と、	
　　　　　　　廃炉と共に生きる地域の仕組みと、	
　　　　　　　地域経済の発展につながる産業興し	
　　　　　　　　　　　　　3つの視点のベストミックスが重要	
	
　　　　そこに「安全・安心」「地域・関係者の信頼の醸成」と	
　　　　　　次世代も巻き込む知の集積が欠かせない	

廃炉と復興の好循環に向けた地域対話プロセス抄出へ	
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2022年　「１F廃炉の先研究会」は新たな学びあいの場を創設	

　　　　　　　　　～1F 地域塾～ 
　世代を超えて、地域を超えて、分野を超えて	
1F 廃炉の先を考える、語りあい、学びあいの場 
	
「塾」とは学習塾のような塾では　ありません。	
1F 地域塾で共に考える 1F廃炉の将来像は、 
「答えがある問い」でなく、「答えがない問い」です。 
 
明治維新で活躍した多くの変革者を育成した幕末
の私塾のように、同志平等の気分でみなが卓を囲
んで考え、議論し、実践へつなげたいと考えてい
ます。 
 
日本の近代が大きな劇場だったとすれば、幕末の
塾は俳優の稽古場でした。 
「3.11」を超克した新しい歴史を作るため、未来を担
う人びとの稽古場になることを願っています。	

早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター　「1F 廃炉の先研究会」	
　　　　　　　　　　ふたば未来学園中学校・高等学校	



　　　　　　　　 
　　　　　　１F地域塾　2022年7月16日スタート 

　　　　　私たちは　青い空に　どんな絵を描くのか！ 

　　　　　　　　　　今こそ話そう・学ぼう 
　　　　　世代を超えて、地域を超えて、分野を超えて 

 
　　　　　　廃炉と復興に、この声をどう活かすのか！ 

　　　地域も事業者も国も、今を生きる私たちひとり一人が 
　　　　　　「自分事」として考える覚悟が問われている。 
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　　１F廃炉 
って技術的に 
　　　　どう 
進んでいるの？ 

   　　地域社会に 

 とっての廃炉のことも 

～くらし・仕事・産業・ 

人材育成・環境影響～　 

  　　もっと話したい	

　　　 

　将来私たちは 

　どういう姿を 

描きたいのか、 

　　考えよう	



mcmaster.ca

1F廃炉の先と地域社会：カナダの経験から考える

第10回ふくしま学（楽）会
第1部１F 廃炉の先を考える

2022年7月31日

長﨑晋也
McMaster University



mcmaster.ca

自己紹介
1988年 東京大学大学院工学系研究科原子力工学専攻修士課程修了
1988年 四国電力（株）
1991年 東京大学工学部原子力工学科助手、講師、大学院工学系研究科助教授、新領域創成科学研究科助教授

を経て
2005年 東京大学大学院工学系研究科原子力専攻教授
2012年 Department of Engineering Physics, McMaster University教授
この間 Forschungszentrum Karlsruhe、Forschungszentrum Rossendorf客員研究員、

UC Berkeley客員教授

お断り
★カナダでの経験だけではなく、日本での経験にも基づいています。

★幼稚園に入る前から“Difference is Great”（人と違うことは素晴らしい）と子供を育てる文化と「出る杭は
打たれる」という同調圧の強い文化の違いがあること、カナダは言った者勝ち、ダメ元でもとにかく要求す
るところがあり、何も言わないのは遠慮や思い図ってではなく、100％満足しているとされるだけなど等、
日加の違いは、議論のきっかけとするため、この資料では考慮していません。

★福島県外のある特定の地域を意図したかのような表現が出てきますが、福島県外であることを明確にしたいた
めで、他意はありません。
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ソージーン・オジブウェイ族がOPGのDGR計画に拒否権

OPGの失敗から見えること
プロジェクトの一番最初（問題点・課題の同定そのも
の）から、全てのステークホルダーが参加して、一緒に
議論し、合意するというプロセスを取っていますか？

社会的強者（国や県はもちろん業界もこっちです）は、
社会的弱者を「人」として尊敬して対応していますか？

https://kincardinerecord.com/story.php?id=8616

https://www.cnn.com/2020/02/14/americas/canada-
rail-disruptions-pipeline-protests/index.html

自分達が正しいと思うことは堂々と社会に向かって
主張しよう（平和的、遵法内で）。

一方で
BC州でのパイプライン建設反対運動
カナダ全国の鉄道物流が完全にストップ
でも、一般市民からはこの行為そのものへの
批判は少なかった。
（もっとも、鉄道踏切への座り込みそのもの
は違法ではあるのですが）

https://toronto.ctvnews.ca/13-year-old-ontario-
journalist-scoring-big-interviews-during-
provincial-election-campaign-1.5925140

Wyatt Sharpe君 13歳
YouTubeやFBなどを後で
見てください。

総選挙では高校生が声を。
日本の若者は覇気がない？

え！
公式には2002年からプロセスは
始まっていたはずですよね？

SONチーフの主張と全く違いますが。。。
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6月（約100日経過）に入った頃からのカナダ

https://www.cbc.ca/news/editorsblog/editor-s-blog-russia-ukraine-journalism-1.6382891

https://www.tserkva.ca/

当初の高揚感や技術革新への驚きから
「退屈さ」「疲れ」「倦怠感」へ。

国民の関心は
QEII戴冠70周年・英連邦に留まるか
ガソリンなどの値上がり・金利上昇
空港の長蛇の列・遅延・キャンセル

カナダに限った話ではないです。
国内与党への不満として（仏与党大敗、バイデン支持率低迷など：自分の生活に近いところに人の目は行く）。
世界の3分の2（中印やアフリカの大部分など）は経済制裁に参加していません（行動の基準は他人の正義の基準ではない）。
「ゼレンスキー疲れ」「ウクライナ疲れ」って、責任はウクライナ側にあるような言い方に聞こえませんか？

カナダはウクライナからの移民
先では世界第3位のはず。
でも今はもう何の声も聞こえて
来ません。

松岡先生
ふくしま
福島
フクシマ

“水俣”病という名前を
変更しろという水俣からの声。
（昔あったそうです）
原田正純先生らは変更に大反対。

映画「コリーニ事件」
ドイツでもナチス犯罪という

忘れたいものに蓋をしたことの
告発です。人の性（さが）？

多くの国民の頭の片隅に、
忘れないものとして 位置付け
るには、どうしたら？
でも、これって、できるの？
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燃料デブリ取り出しの選択肢
Mac学生や周りの日本人：当然完全に全部取り出すんでしょ。でも電気料金が高くなるとは聞いてないですよ（聞いた人、ほぼ全員）。
何人かの原子力研究者：お金と時間に制約がなければ数10年（10～20年ではなく、でも70～80年でもない）後には可能かなあ（例）。
「世界の叡智を結集して」にはなってないですよね（既得権益の範囲内でやっていることなら、福島国際研究教育機構なんか、お金の臭いがする
間だけ、よく見た顔（一般には二流・三流以下）が集まってくるんだろうなあ。「金の切れ目が縁の切れ目」: 我々経験済じゃないですか。）。
廃棄物管理・処分の考え方
プランＡに関して、国・県・東電などの方々は、何をされているのでしょうか（質問です）？ 国・県は東電を叱っていれば良いわけじゃない。

少なくても国際的には、放射性廃棄物はもちろん、他国の一般・産業廃棄物を受け入れて処分しました、という話は聞かないですよ。
寿都町・神恵内村の住民の方々と同等か、それ以上の国民のコンセンサスが必要かもしれませんね。

ところでプランＢやCはあるのでしょうか（質問です）？
事故遺構としての1F保全の可能性（世界遺産登録も含め） ＆ 1Fの地域資源としての活用策
原状回復じゃなかったでしたっけ？ 無理筋（誰の意見？）になってきている空気があって、それでの代替案というわけではないんですよね？
デブリや廃棄物管理・処分なども含めて、1Fの将来にいろいろな意見を述べて、広く、深く、そして自由に議論する環境になっているのでしょう
か（質問です）？ もう石棺説は言い出せないと聞きましたが。「言い出せない」は自由な議論の場ではないことを意味していますよね。そうす
ると声の大きい者勝ち？ これらの循環は原子力にますます次世代を来なくするし、もっと無関心にさせると思いますが。

原子力では遺憾砲（誰に向かって何のためには？も多いですが）はよく撃ち込まれてますが、感謝砲はこの40年間一発も見たことはありません。
そんなところで働きたいですか？ 自分のお子さんが働きたいと言ったら「よくぞ言ってくれた」と反射的に言えますか？

1F地域塾の挑戦
結局は、お上のレベルでの政治的メンツ・政治的判断などを境界条件にした解の存在範囲内でのみ、下々はお上が「これが解なんだ」とするもの
への対応だけを要求されている？ 知事や担当大臣、原子力界ほかは県民や国民との対話（対立ではないですよ）を続けてますか？
また、中高校生を含む地元の方々や福島の方々は1Fを本当はどうされたいのですか？
まだ高知県民（私が高知県出身なだけで他意はありません）が知ってるとは思いませんが、宮城県や茨城県の方々はその意志を知ってますか？
廃棄物は「県外」搬出くらいまでは言われたら思い出したとしても、「あっそ、まあ頑張ってや。うちは関係あらへんから」
「1Fに税金ちゅかえ？ 何言うがぜよ。必要なとこ他にこじゃんちあるろうがえ」とならないためには？

事故前は原子力に反感・避けたいという身近な人多数（電力の3割が原子力なら。放射線標識。原子力の委員会）。今は？

偏差大
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それと、最近の傾向を考えると、

https://www.dallasnews.com/news/2021/02/04/doctors-debunk-
myths-and-false-information-about-the-covid-19-vaccine/

確証バイアス

人は非合理的・非論理的な行動も多い。

関心があって事実を調べ意見を持っていること。

深くは考えていないこと。
諸説あります状況だったり
誤情報満載だったり。
こっちが圧倒的多数ですよね。

議論することで「相互理解が深まり合意に至る」は妄想に過ぎないのではないですか？
自分と違う価値観は無視しているという心当たりはありませんか？
すなわち原理主義的になり二極化されていくことが必然なのではないでしょうか。
言い換えると、集団ごとの価値観・モラル・感情による対立激化になるだけ？（最近の例では、人工中絶）

正しいことか親切なことを選ぶなら親切なこと
オギーは見た目を変えられません。我々の見る目を変えなくては
人を労われ（いたわれ）。みんなも闘っている。相手を知りたかっ
たらするべきことはひとつ。よく相手を見ること。

：1F地域塾の挑戦につながるのでは

vs.

https://www.tokyo-np.co.jp/article/92694

https://movies.yahoo.co.jp/movie/363462/
https://www.goodreads.com/book/show/11387515-wonder

https://www.energia.co.jp/nw/safety/emf/faq.html
https://www.nna.jp/nnakanpasar/backnumber/190501/topics_002
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林 誠二 （博士（工学））

国立環境研究所福島地域協働研究拠点
研究グループ長（地域協働推進室長兼務）

 1968年、長野県岡谷市に生まれる。
大学院での博士課程修了後、1996年
に国立環境研究所に入所。中国長江流
域や亜熱帯島嶼地域、霞ヶ浦流域等に
おける流域環境管理研究に従事。

 2011年3月福島発事故後、河川流域に
おける放射性物質の環境動態の解明や
影響評価に関する研究を主導。

 2016年4月より福島県環境創造セン
ター研究棟内に設立された福島支部
（2021年4月より福島地域協働研究拠
点に名称変更）に勤務。

 災害環境研究として、地域と協働して
災害に強靭で持続可能な社会の構築に
研究面からどのように貢献できるのか、
日々模索中。
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福島浜通り地域の産業経済の将来像を考える

島田 剛(明治大学情報コミュニケーション学部・准教授、
創造的復興研究会・主査) 



自己紹介（島田 剛 Go Shimada）

明治大学 情報コミュニケーション学部 准教授（国際経済学）

専門： 産業政策、震災復興、ソーシャル・キャピタル

1992-2015 国際協力機構（JICA）：産業貿易課長、理事長室秘書役（緒
方貞子理事長、大島賢三副理事長担当）など

2005-2007 国連日本政府代表部 （NY）一等書記官

2015-2018   静岡県立大学 国際関係学部 准教授

2018年より現職

（この間、コロンビア大学 客員研究員、アジア開発銀行 コンサルタント、
EU（European Union）コンサルタントなど）

学位： 博士（早稲田大学、学術）、修士（マンチェスター大学、開発経済
学）。

論文： Shimada, Go. 2015. "The role of social capital after disasters: An empirical study 

of Japan based on Time-Series-Cross-Section (TSCS) data from 1981 to 2012." 
International Journal of Disaster Risk Reduction 14: 388-394.など



報告の内容

3.  浜通りの産業政策研究

2. なぜ震災後の産業復興に取り組むように
なったのか

１. 創造的復興研究会の研究の全体像
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経済

福島浜通りの産業政策研究

（島田剛）

社会

社会構造の研究—双葉町・大

熊町を事例に （辻 岳史さん）

文化

1Fの遺構化、世界遺産化

（高原耕平さん）

応用研究

エコミュージアム構想研究

2050年の福島浜

通り社会の将来像

研究



報告の内容

3.  浜通りの産業政策研究

2. なぜ震災後の産業復興に取り組むように
なったのか

１. 創造的復興研究会の研究の全体像
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震災復興研究に取り組み始めたきっかけ

1969年 神戸元町通り3丁目生まれ
1992年 就職し上京（阪神淡路大震災時には東京）

家族たちが震災対応や復興に奔走する中、なにもできず悔いが残る。

2014年 松岡研究室で阪神淡路の復興について研究。「つながり」と産業復興の関
係を定量的に分析

アート・エイド・神戸実家の隣のビルは崩壊し更地に実家の壁新聞
（元町通3丁目、海文堂書店）
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地域的なバラツキのある神戸市の復興

（Source: Shimada 2014）

総人口は10年で回復 しかし長田区は人口流出が続く

• 創造的復興
 神戸医療産業都市

• 大阪のベッドタウンとして
• 復興災害

 インナーシティの都市化
 大阪のベッドタウンへ



8

（神戸市HPより）

長田区の復興の遅れ ― インフラ重視、地域産業衰退



報告の内容

3.  浜通りの産業政策研究

2. なぜ震災後の産業復興に取り組むように
なったのか

１. 創造的復興研究会の研究の全体像
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福島浜通りの産業研究

• どんな産業が可能性がありそうか（補助金なしで、十分
な雇用や所得が地域に生み出せる産業）？

• また現在の政策は新たな産業の育成を促せているか？
• 廃炉産業を地域産業化する可能性？

• 意図せずして「結果的に」新たな産業の成長を阻害してい
るかもしれない（クラウディングアウト）？
👆 働き手の不足、賃金上昇など？

• イノベーション・コースト構想は全く不要？それとも何かチャン
スに生かせる可能性は？

長期的には政府の補助金は減少する可能性。原子力
産業依存からの転換が必要
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行政の財政力指数は全国平均0.49-0.51よりも高い

全国平均



日本の財政赤字はGDPの約260%

今後は人口減で税収も減少。
さらに厳しい財政が予想される

https://fred.stlouisfed.org/graph/?g=OrdN
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研究のステップ

１

• インタビュー調査１：ネクサスファームおおくま、大熊町

インキュベーションセンター、双葉町中野地区復興産

業拠点など

２

• インタビュー調査２： グッドプラクティスな企業と企業

家などを特定、必要な行政な支援について聞き取り

３

• 人材育成手段について検討

• インタビュー調査３



将来像を考える

ネクサスファームおおくま

2019 Nexus Farm Okuma Inc All Rights Reserved．

株式

会社

ふくしま浜通り地域社会の

取締役兼工場長 徳田辰吾



いちご植物工場



建屋内部



いちご植物工場 圃場（栽培棟）



いちご植物工場 作業準備室



取り組み

🍓に特化し

四季成り性品種（夏秋🍓）と

一季成り性品種（冬春🍓）を

組み合わせた周年栽培・周年出荷。

ＩＰＭ（総合病害虫防除）を

取り入れ、農薬を低減した栽培。

GAPにもとづく生産工程管理と、

自社による放射性物質全量検査。

安全データの積み重ねによる

安心・安全な生産物の供給。

誰でも働ける農業の実現、

作業者の負荷を減らす作業改善と、

労働生産性を向上させるための

オペレーションを追及。

環境･生育･作業データを蓄積･分析し、

経営に最適な生産体制を構築。

継続可能な農業モデルの確立と、

次世代農業経営者の育成。



栽培品種と収穫時期

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

夏秋いちご

（四季成り性品種）

2022年 2023年

　　紅ほっぺ

　とちおとめ

福島ST14号（福島県新品種）

やよいひめ

冬春いちご

（一季成り性品種）

すずあかね



ハウス内の「温度・飽差・光・CO2濃度・潅水・風」を、いつでもどこからでも監視・コントロールする

事が可能。リアルタイムで状況を把握できる事でアクションスピードがUP！

システムで圃場内を自動制御

天窓
ヒート
ポンプ
エアコン

UV-B
ライト

LED
ライト

ドリップ

潅水

底面
潅水

ミスト
装置

循環扇
空間
殺菌

栽培棟
育苗棟

複合環境制御
システム

CO2
局所施用

LPG

暖房

遮光ｶｰﾃﾝ
保温ｶｰﾃﾝ



地域の将来像

2019年
～

2023年

2024年～2026年

2027年～2029年

2030年～2040年

2041年～地域が夏秋イチゴの一大産地へ、
国産夏秋イチゴの国内自給を担う

地域にイチゴ生産が
産業として根付く

地域のイチゴ生産者の
販売・流通を確立させる

誰でも
苺を生産できる
仕組みをつくる

地域でイチゴの生産を
始める方々の
サポート体制をつくる

今、ここ
やってます！



自己紹介

•齋藤真緒
•大熊町出身（夫沢3区）

•大学4年生

（社会学主専攻）

•休学中

→沖縄、岩手、宮城、

熊本、愛知、三重、

広島…



論点

•本来あるべき開発・イノベーションの姿

•伝承と開発・イノベーションは相容れるもの
なのか

•開発・イノベーションは震災前に住んでいた
住民を視野に入れているのか



• 高原耕平（たかはらこうへい）
• 1983年 神戸生まれ

• 神戸大学工学部情報知能工学科中退

• 大阪大学大学院文学研究科・臨床哲学研究室

• 人と防災未来センター主任研究員
• 阪神淡路大震災の「震災学習」と記憶継承

• 減災システム社会の技術論

• https://researchmap.jp/takahara1983/

• ふくしま広野リサーチセンター客員研究員（2022-）

• 兵庫県立大学減災復興政策研究科客員研究員（2022-）

https://researchmap.jp/takahara1983/


• 災害伝承と世代

• 災厄の被災地の「精神的再形成」

• 世界遺産と福島

テーマは「物語と未来」？



浜通り地域の
将来像

福島第1原発の
「遺構化」

追加論点

原発災害の「証人」として
• 科学技術社会の一つの「結果」を体現
• 複雑な廃炉プロセス自体の稼働遺構

伝承と精神的再形成の原点として
• 広島の被爆者の語り：「投下地点から～～mのところ
にいました」

• →被災体験、自治体避難、帰宅困難、除染、産業復興
など、現在と未来の物語の原点

未来世代の財産として
• 長崎市の栄光教会の事例
• 未来世代にとっての「現在の複合課題」の象徴
• 国内外からの学習旅行の目的地

テーマ



参考事例：旧陸軍被服支廠（広島）

• 多重の記憶を担う遺構
• 被爆建物→投下直後は救護所に。建物内で多くの死者も

• 軍服の製造工場→「軍都」としての広島を表象する遺構

• 解体から保存へ
• 2019年12月 地震倒壊の恐れから、広島県が3棟中2棟
を解体、国も1棟を解体の方針

• 市内諸団体が保存運動開始

• 2022年5月 国と広島県が全4棟の保存を決定



 1971年に福島県双葉郡富岡町に生まれる。大学
卒業後に大手建設コンサルタントに入社し、ア
フリカ、中東、東南アジア、大洋州、中米など
約30カ国でODAの開発事業に従事。

 2008年8月双葉測量設計(株)の専取締役に就任し
帰郷。東日本大震災の1ヵ月後に富岡町の本社機
能を郡山市に移し、事業再開。

 2013年12月に社名を株式会社ふたばに変更し、
代表取締役社長に就任。福島県内の復興・再生
および主に海外島嶼国の防災計画、環境保全な
どに携っている。2017年8月28日に富岡町に新
本社社屋、郡山市に新支社屋を開所。

 建設コンサルタント⇒社会コンサルタントを目
指す。

 他役職：一般社団法人とみおかワインドメーヌ代
表理事、早稲田大学招聘研究員、富岡町商工会理
事、富岡町観光協会副会長、富岡国際交流協会副代表、他。

ふたば富岡本社

遠藤 秀文（技術士、Apec Engineer)

株式会社ふたば 代表取締役社長

（富岡本社、郡山支社）

株式会社ふたばの６つのサービス

測量・調査

空間情報

環境ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ海外ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ

地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ
まちづくり

建設ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ



（一社）とみおかワインドメーヌ 代表理事
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これまで これから

各地に避難する町民10
名有志が集まって活動
開始

太平洋を望む丘の上に
ブドウ畑を整備
(小浜圃場)

避難解除1年前の2016年
3月からブドウの試験栽
培を開始

ブドウを植えて4年後の
2019年にワインが完成
(醸造は外部委託)

• 東京駅から一本でアクセス可能な富岡駅前
の土地(4.5ha)で本格的に事業展開を開始

• ブドウ畑だけでなく、醸造設備やワイン販
売所も併設したワイナリーを整備予定

• 日本で最も海そして駅から近いワイナリー
を目指す

一般社団法人とみおかワインドメーヌ



第10回 ふくしま学（楽）会

第2部 福島浜通り地域社会の将来像を考える

イノベ構想、廃炉、海洋放出、中間貯蔵、国際教育研究機構

等々、決定プロセスに地域住民の関わりが殆ど皆無。関心そし

て関与が著しく希薄。

スリーマイルなど海外での先行事例を参考に決定プロセスに

地域住民も含まれる諮問委員会等の設立。

原発被災地域における復興プロセスでの地域社会との関わり



１Fは事故廃炉で２Fは通常廃炉。確実な廃炉は重要であるが、立地地域の

広域連携、まちづくり、基幹産業の創出等の見通しが立っていない。送電、

変電、港湾等の既存ストックの有効活用⇒電力産業

長期的な廃炉を通じての先進的な遠隔技術、計測・解析技術：どう応用す

べきか⇒例えば、３JA（JAEA、JAXA、JAMSTEC)

マクロ的な視点でのビジョンづくり、理念づくり、国家プロジェクトとし

ての位置づけや意味づけを明確にし、町村単位でない、地域全体として目指

すべき姿を定めることの必要性。

地域の歩むべき方向性

第10回 ふくしま学（楽）会

第2部 福島浜通り地域社会の将来像を考える



 廃炉進行中の１Fは後世にどのような形で伝えるべきか。

 福島の”これまで”と”これから”は“１F”が一丁目一番地。

 地震・津波・原発事故の多重災害。前例がない唯一無二の地域。

 広島原爆ドームは残すか賛否が分かれた。結果的に世界遺産登録に大

きな存在となり、現在に至り国内外から「平和」のシンボル

 「福島」の未来志向の“シンボル”、“キーワードは？”

 地域を俯瞰的に見て、後世に残すべきもの、新たな価値を生み出すも

の、再生・創造していくべきものを冷静に検討する時期ではないか

 これらを整理することで、“世界遺産”という価値が見えてくる

地域の価値を考える

第10回 ふくしま学（楽）会

第2部 福島浜通り地域社会の将来像を考える



1

南郷 市兵（なんごう いっぺい）

福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 副校長

元 中央教育審議会教育課程部会専門委員
早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター招聘研究員

2001年慶應義塾大学総合政策学部卒業。
株式会社インターネットイニシアティブ（IIJ）勤務を経て文部科学省入省。

東日本大震災後は、被災三県の自治体との連絡調整を担当。震災を契機とした新たな教育の創造を目指し
た「創造的復興教育」を推進。福島県双葉郡の教育復興に携わり、ふたば未来学園の開校準備も担当。

2015年4月、福島県立ふたば未来学園高等学校の開校と同時に副校長として着任。同時に中央教育審議会
教育課程部会専門委員を務める。

著書に、『学習指導要領の未来』（寄稿、2021年9月、学事出版）、『「アクティブ・ラーニング」を考える』（寄稿、
教育課程研究会 編、2016年9月、東洋館出版社）、『希望の教育』（文部科学省創造的復興教育研究会 著、
2014年3月、東洋館出版社）等。

第１０回ふくしま学（楽）会 第４部 統括セッション （２０２２年７月３１日（日））
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早稲田大学「ふくしま学（楽）会」アジェンダの深化

今、福島から世界へ伝えたいこと（ひと、もの、ことの交流） 今、福島について知りたいこと（原子力災害への対応など）

今、福島で取り組んでいること（まち
づくりと住民参加）

今、福島で悩んでいること（農林水
産業の再生と風評問題）

今、福島から考える未来のこと（再
生可能エネルギーとスマートタウン）

今、福島について知りたいこと（1F
事故処理・廃炉と汚染水問題）

②2018年8月
③2019年1月

①2018年1月

これまでのふくしま学（楽）会、
これからのふくしま学（楽）会

ふくしま浜通り社会イノベーション・イ
ニシアティブ（SI構想）について

記憶遺産と教訓（1F廃炉の先） 文化育成と発信（地域アート）④2019年8月

記憶遺産と教訓（1F廃炉の先） 文化育成と発信（地域アート）／賑わいと生業（広域DMO）
⑤2020年1月

ふくしまが知らなければならないこと「廃炉の今と先」 ふくしまから伝えたいこと「アートに載せたメッセージ」⑥2020年8月

1F廃炉の先と地域社会：「復興と廃炉の両立」を考える 災害の記録と記憶の継承とエコミュージアムを考える⑦2021年1月

1F 廃炉の先と地域社会：廃炉事業を地域社会から考える 創造的復興と災害文化の継承：福島で取り組むべき復興のかたち⑧2021年7月

ディスカッション： コロナ禍と福島原発事故からの復興（福島の教訓を考える）

ディスカッション： 「3.11」から10年とこれからの福島復興を考える

1F 廃炉の先とこれからの対話を考える 福島の経験を学び、語り継ぐ枠組みを考える⑨2022年1月

ディスカッション： 福島の学びを若い世代と考える 対話を通じた自分事化のリレー

福島浜通り地域社会の将来像を考える 1F 廃炉の先を考える⑩2022年7月

ディスカッション：

後世・世界
への

教訓の発信
を考える

2050年の
地域を考える

ディスカッション： 福島の教訓を考える
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早稲田大学「ふくしま学（楽）会」の意味

専門家
（専門知）

地域
（地域知）

アーティスト・若者（学生・中高生）

ティンカラー（試行錯誤と越境のエンジン）

協働するプロジェクトによる

内発的イノベーション

境界知の創造

専門知を補完する
ポスト・3.11の知の
創造と発信

創造的な地域の実現

ウェルビーイングを
追求する、自立し

持続可能な地域の実現

専門家・地域・高校生が「お互いに顔が見える」協働関係を結んでいる。
半年に毎に専門知と地域知が交換され境界知を編み上げ、創造的な地域を実現する探究の共同体。

VUCAな時代
Volatility
Uncertainty
Complexity
Ambiguity

変動性
不確実性
複雑性
曖昧性

二律背反（トレードオフ）・矛盾 （ジレンマ）・
葛藤（コンフリクト）をはらむ意思決定 ＝



小泉 良空

こいずみ みく

1997年 福島県双葉郡大熊町生まれ

2011年 中学2年生で東日本大震災・
福島第一原子力発電所事故を経験

2019年3月 県内の住宅販売会社に営業職として入社

2021年5月 双葉町のまちづくり会社
「ふたばプロジェクト」に入社
-主に情報発信・伝承事業を担当

‐復興支援員

2022年6月 実家の避難指示解除を迎える

プロフィール



山田美香

出身：岡山県岡山市

早稲田大学大学院アジア太平洋研究科修了

（学術博士、国際関係学専攻）。

三井造船（株）、曙ブレーキ工業（株）、AKEBONO 

EUROPE SASという製造業を経て、

現在、早稲田大学環境総合研究センター、早稲田大学

ふくしま広野未来創造リサーチセンター・次席研究員として

福島県立ふたば未来学園（中高一貫校）に常駐。

2021年7月より、福島県双葉郡内シェアハウス暮らし。

自己紹介

1

【第10回ふくしま学（楽）会 2022年7月31日（日）＠富岡学びの森】

ふたば未来学園の生徒たちと：2021年11月撮影



風に吹かれて、心のままに…

2

「...制度やしくみを変えてみたところが、その制度しくみを運用すべき人間そのもの、国家

社会を組織している個人そのものが変わって来ぬ以上、根本的の改革できるものでは

ない...」 （河上肇 『貧乏物語』 p.141）

問題意識：わたしの暮らし、わたしたちの社会

これまでを振り返ると、

・義務教育を含めると人生の半分＝“学生”（27.5年！）

➡ 可能としたのは、充実したフランスの社会保障システムによる（就業期間21年の内6/7は仏勤

務［日本は=3年］）

➡ 自己主張する社会でもまれ“わたしの” という意識（意見・考え、人生、権利など）の目覚め

➡ “知りたい”という好奇心の追い風で、双葉郡にたどり着く

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2018 2019 2020 20222017 2021

凡例： 就学 仏勤務 日本勤務 不就業


